
丹波市長　辻
つ じ

　重
じゅう

五
ご

郎
ろ う

1939 年生まれ。丹波市氷上町中。元中学
校教諭。元兵庫県教育委員会義務教育課長。
元氷上郡教育委員会教育長。平成 16 年、
初代丹波市長に就任し３期目。無所属。
好きな言葉は「人生二度なし」。

若
者
に
魅
力
あ
る
「
誇
り
の
も
て
る
住
ん
で
よ
か
っ
た
丹
波
市
」

を
め
ざ
し
ま
す

職員訓示のようす。氷上住民センターにて（上）

所信表明で３期目への決意を述べる辻市長（下）

 

こ
の
た
び
、
市
民
の
み
な
さ
ま
方
の
温
か
い
ご
支

援
と
ご
支
持
を
い
た
だ
き
、
三
度
市
政
を
お
預
か

り
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
誠
に
光
栄
に
存
じ

ま
す
と
と
も
に
、
改
め
て
そ
の
責
任
の
重
大
さ
を

痛
感
し
、
市
民
の
み
な
さ
ま
の
期
待
に
お
応
え
し

な
け
れ
ば
と
い
う
強
い
使
命
感
で
身
の
引
き
締
ま

る
思
い
で
あ
り
ま
す
。

　

３
期
目
の
丹
波
市
長
と
し
て
、
２
期
８
年
間
の

実
績
を
礎
に
、
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
施
策

の
総
仕
上
げ
を
行
い
、
若
者
に
魅
力
あ
る
「
誇
り

の
も
て
る
住
ん
で
よ
か
っ
た
丹
波
市
」
を
め
ざ
し

て
更
に
飛
躍
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
丹
波
市
自
治
基
本
条
例
に
も

謳う
た

わ
れ
て
お
り
ま
す
「
参
画
」
と
「
協
働
」
の
精

神
に
基
づ
き
、
市
民
、
議
会
、
行
政
が
連
携
し
、

ま
ち
づ
く
り
の
「
基
本
理
念
」
や
「
基
本
原
則
」

を
共
有
し
な
が
ら
取
り
組
み
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　

さ
て
、
今
後
の
市
政
運
営
に
つ
き
ま
し
て
は
、

経
済
・
社
会
情
勢
を
的
確
に
捉
え
、
時
代
を
先
読

み
し
な
が
ら
、
20
年
後
、
30
年
後
の
丹
波
市
の
理

想
像
に
一
歩
一
歩
近
づ
く
た
め
に
、
５
つ
の
基
本

目
標
で
推
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

１
．「
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
」

　　

先
行
き
の
不
透
明
感
が
増
す
現
在
、
子
育
て
、

医
療
、
介
護
、
災
害
な
ど
に
お
い
て
、
市
民
の
不

安
を
取
り
除
く
こ
と
、
そ
し
て
、「
安
心
」
を
確
立

す
る
こ
と
は
、
市
民
の
最
大
の
願
い
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
医
療
の
充
実
や
子
育
て
支
援
、
高
齢
者
世

帯
へ
の
配
慮
、
生
涯
に
わ
た
る
健
康
づ
く
り
、
防
災
・

減
災
対
策
を
拡
充
し
、
安
心
で
健
康
に
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

２
．「
元
気
で
活
力
の
あ
る
ま
ち
」

　　

円
高
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
む
な
か
、
低
迷
を

続
け
て
い
る
日
本
経
済
に
あ
っ
て
、
丹
波
市
に
も

閉
塞
感
が
漂
っ
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
、
市
の
元
気
・
活
力
を
引
き
出
す
た
め
の

さ
ま
ざ
ま
な
対
策
を
講
じ
る
必
要
が
あ
り
、
元
気

ア
ッ
プ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
、
新
た
な
イ
ベ
ン

ト
の
創
造
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
丹
波
市
ブ
ラ
ン
ド
の
積
極
的
な
Ｐ
Ｒ
や

栗
園
の
大
規
模
化
、
農
業
の
６
次
産
業
化
の
推
進
、

「
鹿
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
解
体
処
理
か
ら
販
売
・
活

用
ま
で
の
一
貫
し
た
モ
デ
ル
事
業
の
実
施
、
間
伐

材
を
利
用
し
た
チ
ッ
プ
工
場
の
建
設
・
活
用
、
情

報
関
連
産
業
や
農
業
等
へ
の
企
業
の
新
規
参
入
の

促
進
な
ど
に
よ
り
、
農
林
業
の
振
興
を
は
じ
め
、

若
者
定
住
の
た
め
の
職
場
確
保
に
も
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

観
光
振
興
で
は
、
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
が
強
い

「
食
」
と
豊
富
な
「
地
域
資
源
」
を
組
み
合
わ
せ
た

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
や
観
光
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

３
．「
歴
史
・
文
化
・
芸
術
が
息
吹
く

ま
ち
」

　　

丹
波
市
に
は
、
私
た
ち
の
先
人
た
ち
に
よ
っ
て

培
わ
れ
て
き
た
独
自
の
文
化
や
歴
史
遺
産
が
数
多

く
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
貴
重
な
歴
史
・
文
化
遺

産
を
継
承
・
発
展
さ
せ
、
誇
り
や
愛
着
を
育
む
地

域
づ
く
り
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
趣
味
や
教
養

に
関
す
る
学
び
の
生
涯
学
習
か
ら
得
た
知
識
や
経

験
を
地
域
社
会
の
中
で
生
か
し
、
市
民
の
身
近
な

課
題
に
自
ら
が
取
り
組
む
「
知
識
循
環
型
生
涯
学

習
」
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、「
確
か
な
学
力
、
豊
か
な
心
、
健
や
か
な

体
」
を
育
む
教
育
環
境
の
充
実
を
図
り
、
次
世
代

を
担
う
人
材
育
成
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

４
．「
環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち
」

　　

新
た
な
ご
み
処
理
施
設
の
整
備
に
つ
い
て
は
、

平
成
27
年
度
の
稼
働
を
め
ざ
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
、
環
境
学
習
の
拠
点
と
し
て
資
源
循
環
型
の

社
会
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
太
陽
光

発
電
を
は
じ
め
、
照
明
設
備
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
や
ヒ
ー

ト
ポ
ン
プ
、
ガ
ス
を
使
っ
て
電
気
と
熱
を
取
り
出

し
利
用
す
る
ガ
ス
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど

の
普
及
を
図
り
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
を
行
い

ま
す
。

　

さ
ら
に
、
丹
波
の
豊
か
な
自
然
を
生
活
環
境
に

生
か
し
、
自
然
と
の
共
生
を
追
求
す
る
暮
ら
し
を

め
ざ
す
「
晴
耕
雨
読
の
里
構
想
」
に
も
取
り
組
み

ま
す
。

５
．「
信
頼
さ
れ
る
行
政
」

　　

職
員
の
不
祥
事
な
ど
を
真
摯
に
受
け
止
め
、
組

織
・
職
員
の
力
が
最
大
限
に
発
揮
で
き
る
よ
う
に
、

政
策
形
成
能
力
、
法
制
能
力
を
強
化
す
る
と
と
も

に
、
不

ふ
え
き
り
ゅ
う
こ
う

易
流
行
の
視
点
で
職
員
の
発
想
力
を
最
大

限
に
引
き
出
す
た
め
の
職
場
環
境
づ
く
り
に
力
を

入
れ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
市
民
目
線
で
の
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
や
行
政
情
報
の
公
開
な
ど
、
市

民
か
ら
信
頼
さ
れ
る
行
政
の
展
開
に
努
め
ま
す
。

　

行
財
政
改
革
に
つ
い
て
も
引
き
続
き
推
進
し
、

多
様
な
市
民
ニ
ー
ズ
や
社
会
情
勢
の
変
化
に
的
確

に
対
応
で
き
る
行
財
政
構
造
を
構
築
し
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
市
政
の
基
盤
づ
く
り
の
総
仕
上

げ
と
し
て
、
全
力
を
注
ぐ
覚
悟
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

市
民
み
な
さ
ま
の
格
別
の
ご
指
導
、
ご
支
援

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

市
発
足
後
３
期
目
と
な
る
丹
波
市
長
選

挙
は
、
平
成
24
年
11
月
18
日
（
日
）
投
開

票
の
結
果
、
辻
重
五
郎
市
長
が
再
選
を
果

た
し
ま
し
た
。

　

任
期
は
、
平
成
28
年
12
月
４
日
ま
で
の

４
年
間
で
す
。

辻
市
政  

３
期
目
ス
タ
ー
ト
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岸田　昇（65）
無所属③氷上町中野

太田喜一郎（60）
無所属 ③ 氷上町西中

奥村正行（61）
無所属 ③ 氷上町石生

木戸せつみ（65）
無所属 ③山南町和田

前川豊市（66）
無所属 ③ 柏原町柏原

荻野拓司（59）
無所属 ③ 市島町北奥

西本嘉宏（65） 
日本共産党 ③ 春日町東中

藤原　悟（61）
公明党 ② 山南町谷川

田坂幸恵（63） 
公明党 ③ 柏原町柏原

林　時彦（58） 
無所属 ② 春日町野上野

山本忠利（70） 
無所属 ③ 春日町栢野

任期：平成 24 年 12 月 5 日～平成 28 年 12 月 4 日

市議会議員のみなさん

掲載内容：議員氏名（敬称略）・年齢（12月 20日現在）・党派・当選回数・
住所 　*議席順

　

こ
の
た
び
、
議
員
各
位
の
ご

推
挙
に
よ
り
ま
し
て
、
丹
波
市

議
会
議
長
の
職
に
就
任
い
た
し

ま
し
た
。
そ
の
任
務
の
重
さ
を

痛
感
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
丹
波
市
に
お
き
ま
し

て
は
、「
平
成
27
年
度
か
ら
は
じ

ま
る
普
通
交
付
税
の
逓
減
へ
の

対
応
」
や
「
県
立
柏
原
病
院
と

柏
原
赤
十
字
病
院
の
再
編
な
ど

地
域
医
療
の
在
り
方
」、「
認
定

こ
ど
も
園
や
小
中
学
校
の
統
廃

合
」
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題

が
山
積
し
て
お
り
ま
す
。　

　

市
議
会
は
こ
う
し
た
課
題
に

対
し
て
、
二
元
代
表
制
の
一
翼

を
担
う
重
大
な
責
務
の
も
と
、

地
方
公
共
団
体
の
事
務
執
行
の

就
任
ご
あ
い
さ
つ　
　

市
民
が
参
加
す
る
開
か
れ
た
議
会
を　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

   　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  
丹
波
市
議
会
議
長　

奥
村　

正
行

監
視
機
能
及
び
政
策
立
案
機

能
を
十
分
発
揮
す
る
こ
と
に
よ

り
、
市
民
の
み
な
さ
ま
の
期
待

に
応
え
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
市
民
へ
の
積
極
的

な
情
報
公
開
を
通
じ
、
情
報
の

提
供
及
び
情
報
の
共
有
化
を
図

る
こ
と
に
よ
り
、
公
正
性
と
透

明
性
の
確
保
に
努
め
、
市
民
の

市
政
へ
の
参
加
を
求
め
る
な

ど
、『
開
か
れ
た
議
会
づ
く
り
』

を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

市
民
み
な
さ
ま
の
な
お
一
層

の
ご
支
援
と
ご
鞭べ
ん
た
つ撻
を
心
よ
り

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

市議会議員20人が選出されました

丹波市の３期目となる市議会議員選挙が 11月 18 日（日）に
行われ、即日開票の結果、20人の市議会議員が選出されました。

　　　　  （64） 
無所属 ② 山南町池谷

市
議
会
新
体
制

臼井八洲郎（68）
無所属①氷上町絹山

坂谷高義（66） 
無所属 ② 市島町市島

土田信憲（64）
無所属 ① 市島町下竹田

太田一誠（51）
無所属 ① 青垣町小倉

足立克己（61）
無所属 ① 青垣町沢野

西脇秀隆（62）
日本共産党 ① 山南町和田

平井孝彦（59） 
無所属 ② 氷上町西中

横田　親（30）
無所属 ① 氷上町新郷

総務常任委員会

委員長 荻野拓司

副委員長 土田信憲

委　員

岸田　昇   太田一誠

西本嘉宏   田坂幸恵

平井孝彦

議会の構成

民生常任委員会

委員長 前川豊市

副委員長 西脇秀隆

委　員

臼井八洲郎   坂谷高義

山本忠利   太田喜一郎

奥村正行

　　　　　議　長　　　　　　　　　奥村　正行

　　　　　 副議長　　　　                 田坂　幸恵

産業建設常任委員会

委員長 藤原　悟

副委員長 林　時彦

委　員
　　　      木戸せつみ

足立克己   横田　親

議会運営委員会

委員長 西本嘉宏

副委員長 太田喜一郎

委　員

岸田　昇   山本忠利

藤原　悟   前川豊市

荻野拓司

1951年生まれ。丹波市氷上町石生。
平成 16年丹波市市議会議員に当選し、３期目。無所属。

＊議長と副議長
  議長は、議会を代表し、議場の秩序
の保持や議事の整理などいろいろな
権限が与えられています。
  副議長は、議長が事故または欠けた
場合に議長に代わって職務を行うな
ど、議長を補佐します。

＊委員会

　委員会は、本会議に提案された議案
などを専門的に詳しく審査するため
に、少数の議員で構成される機関です。
  委員会には、常時設置されている「常
任委員会」（総務常任委員会、民生常
任委員会、産業建設常任委員会）と「議
会運営委員会」、必要なときに設置す
る「特別委員会」があります。
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